





















表 1 第 6回ヨーロッパ選手権大会の輪とリボンの成績
順 位 国 名 1回目合計
2 回 目
総合計
構成 実 施 ムロ 計
1 位 ブルガリア 20.00 10.00 10.00 20.00 40.00 
2 位 ソ 連 19.90 10.00 9.90 19.90 39.80 
3 位 ハンガリー 19.55 9.80 9.70 19.50 39.05 
4 位 イタリア 19.50 9.80 9.70 19.50 39.00 
(8位） スペイン 19.70 9.85 9.20 19.05 38.75 
26 小林 由美子
表 2 第 6回四大陸選手権大会の輪とリボンの成績
2 回 目
順 位 国 名 1回目合計 総合計
構成 実 施 ムロ 計
1 位 日 本 18.75 9.80 9.40 19.20 37.95 
2 位 中 国 19.10 9.80 8.90 18.70 37.80 
3 位 力 ナ ダ 18.60 9.55 8.30 17.85 36.45 
4 位 ブラジル 18.00 9.40 8.85 18. 25 36.25 
表 3 過去 15年間の日本チームの構成点
年号 大 会 名 得点
順 一位
位 得点
a 1973 第 6回世界選手権 9.05 7 9.55 
b 1975 第 7回世界選手権 9.55 2 9. 70 
C 1977 第 8回世界選手権 9.60 4 9.85 
d 1979 第 9回世界選手権 9.65 4 9. 85 
e 1980 第 2回四大陸選手権 9.60 1 
f 1981 第10回世界選手権 9.70 4 9.90 
g 1983 第11回世界選手権 9.55 7 10.00 
h I 第 1回ワールド 9.75 3 10.00 
i 1984 第 4回四大陸選手権 9.55 2 9.70 
j 1985 第 12回世界選手権 9.70 6 10.00 
k 1986 第 5回四大陸選手権 9.525 2 9,525 
1 I 第 2回ワールド 9.825 5 10.00 
m 1987 第 13回世界選手権 9.90 4 10.00 










































































































4) 各手具に要求される高級難度の徒手要素は，輪は 3種類のジャンプ， リボンは 3つのピ
ボットであり，各々においてその内 1つは高級難度でなければならない。これらの高級難
度がない場合には， 0.3の減点となる。
5) 高級難度の例として，水平面以下の背面屈， 2秒間のつま先バラソス， 1回転半以上の
ピボット，連続ジャンプ，上体に大きな動きを伴ったジャソプなどがある。





国 回 輪 リボン 距離
難度の
国 回 輪 リポ‘ノ 距離
難度の
レベル レベル
1 布の上をスライド 投 げ 4m以上 M 1 手 渡 し 投 げ 2m以下 M 
プ 2 投げ•投げ 酎 手 具 喜 4m以上 無 ス 2 投げ（足） 投 げ 4m以上 s 
ベ
投バウげン ・ド9レ 3 投 げ 投 げ 6m以上 s 3 投 げ 2m以上 s 
操両作手・可目とけを
ィ
ガ 4 、>一- ろがし 2m以上 s ソ 4 手 渡 し 投 げ 2m以上 M 
リ 5 投げ （両手） 投 げ 2m以上 M 5 投げ（足） 投 げ 6m以上 s 
ア 6 ころがし•投げ 腐手具喜 4m以上 無 1 投 げ 投げ (3本） 6m以上 無
7 投 げ （両手） 投 げ 6m以上 s 中 2 手 渡 し 2m以下 無
1 手 渡 し 手渡し 2m以下 無 3 手 渡 し 手渡 し 2m以下 無
ソ 2 床の上をスライド 投 げ 2m以上 M 4 投 げ 投 げ 4m以上 s 
3 投げ （足） 手渡し 2m以上 M 5 投げ（足） 投 げ 2m以上 M 
4 投げ•ころがし 投 げ 4m以上 s 国 6 投 げ 投 げ 6m以上 s 
5 投 げ 投 げ 4m以上 s 7 投げ（足） 手渡し 4m以上 M 
連 6 投 げ 投 げ 4m以上 s 1 ころがし 投 げ 6m以上 s 
7 投 げ 投 げ 4m以上 s 日 2 投げ (3本） 投 げ 2m以上 無
1 投げ （足） 投 げ 4m以上 s 3 投 げ 手渡し 2m以下 M 
ノ‘
ン 2 投 げ 投 げ 4m以上 s 4 投 げ 手 渡 し 2m以下 M 
ガ 3 ひねり回し 手渡し 2m以下， 無 本 5 投 げ 投 げ 6m以上 s 
リ 4 投げ•ころがし 投 げ 4m以上 s 6 ひねり回し 投 げ 2m以下 無
I 
5 投 げ 投 げ 4m以上 s 
S一高級難度 Mー中級難度 無一難度として判断できないもの
6チーム全体をみると，交換の回数は 5回～ 7回でその内，難度とされる交換（高級難度を
S, 中級難度をMで示した）は 4回～ 6回である。また，その内で高級難度として判断される















ブルガリアは， 7回の交換の中で難度とされる交換は 5回で高級難度は 3回である。高級難
度とされる交換は①6m以上離れての投げ（第 3交換，以下交換は省略）②リボンを動かしな
がら相手が床上にころがした輪を足首で受け回しながらバランスをし， リボンは相手に投げる
（第 4)③ 6m以上離れての投げ，輪は座位で受ける（第 7)である。特に，第 4は，バラン
スと共に 2つの手具を操作しておりより高度なものと判断できる。また，引っ張られたリボ‘ノ
上を輪をスライドさせる（第 1)や， リボンの投げに足を使用する（第 5)など，他には見ら
れないような交換を多くとり入れている。さらに，第 2.第4.第6のように 2つの手具を操
作するものが多く見られるが，第 2と第 6では 2名の選手間を輪が往復しているだけで有効な



































































＼ゞ野 ブルガリア ソ 連 ハンガリー スペイン 中 国 日 本
1.交換 3 1. F 1.交換 1 1.交換 3 1．交換 4 1．交換 1
吉向 2. 交4換•F•B 2.交換 5 2.交換 2 2. B • F 2. F 2. J • J+A 
級へ
難度 交
3.P 3. p.投げ 3.交換 4 3.交換 4 3.P 3.交換 6
回2 換含も
4．交換 7 4．交換 7 4. J 4. B 4. J 4. J 
5.交換 8 5.投 げ 5. J •T • F 5.交換 6
以む
上ジ 6.交換， 6. F 6.交換 8 6.交換 7
7.交換 5
左手 1回 X 
゜ ゜ ゜ ゜ ゜輪の J ゜
X 












































1)～ 3) 日本体操協会「新体操女子規則」 198牡F版
（平成元年1月受付）
